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研究成果の概要（和文）：　回復期リハビリテーション病棟に入院する患者を対象に、多職種共同で患者のリア
ルタイムな活動状況を共有し、各専門職から随時フィードバックすることで、サルコペニアを合併する患者にも
効果的に機能回復を促せないか検証した。
　患者の身体活動量は電子カルテを使って各専門職と情報共有した。サルコペニアを合併している者を対象に、
身体活動量をもとにした各職種からのリアルタイムフィードバックを実施したところ、実施しなかった群と比較
して身体・認知機能の変化率が大きかった。このことから、栄養とリハビリテーションを中心としたハイブリッ
ド・リハビリテーションはサルコペニアの改善に有用である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）： The study examined whether patients admitted to a recovery rehabilitation 
ward could effectively promote functional recovery even in patients with sarcopenia complications by
 sharing the patients' real-time activity status jointly with multiple professions and providing 
feedback from each professional as needed.
 Patients' physical activity levels were shared with each profession using electronic medical 
records. When people with sarcopenia were given real-time feedback from each job category based on 
the amount of physical activity they performed, the rate of change in physical and cognitive 
function was greater than in the group that did not. This suggests that hybrid rehabilitation, with 
a focus on nutrition and rehabilitation, may be useful in improving sarcopenia.

研究分野：リハビリテーション

キーワード： リハビリテーション　高齢者　サルコペニア　身体活動量

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
様々な先行研究において、サルコペニアを合併する患者は、合併しない患者と比較して、十分にリハビリテーシ
ョンの効果が得られないことが明らかになっている。本研究では、患者の身体活動量をリアルタイムに評価し、
各職種が必要に応じて患者にフィードバックを行い栄養指導とリハビリテーションのハイブリッド・リハビリテ
ーションを行うことで、サルコペニアを合併する患者であっても、効果的なリハビリテーションの効果を得られ
る可能性が示されたことに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
サルコペニアは、加齢に伴う筋肉量の減少を主とする「原発性サルコペニア」と、加齢以外の
要因を主とする「二次性サルコペニア」とに分類される。特に患者が多いとされている「二次性
サルコペニア」の原因として①活動、②栄養、③疾患に関連するものが挙げられる。 
近年、リハビリテーションを必要とする高齢患者に栄養障害を認めることが多く、低栄養の患
者においては、十分なリハビリテーションの効果が得られないことが明らかになっている。この
ことから、効率的なリハビリテーション医療には、適切な栄養管理と身体活動量の管理、リハビ
リテーションの併用が重要となる。 
 
２．研究の目的 
 申請者らは、これまでに回復期リハビリテーション病棟に入院している患者を対象に、院内歩
行自立の許可を判定する評価基準を作成するなど、様々な取り組みを行ってきた（岩瀬ら、2013-
2014）。しかし、それらはリハビリテーションの視点から介入したものである。本研究は、サル
コペニアの改善に着目し、多職種共同で患者の在宅復帰を支援するためのネットワークシステ
ムを開発し、システム導入効果について検証するものである。 
 
３．研究の方法 
 A 病院の回復期リハビリテーション病棟に新規入院した 65歳以上の患者を対象に、1）入院患
者のサルコペニアの合併率の実態調査、2)サルコペニアが身体機能、精神・心理機能および身体
活動量に与える影響の調査、3)身体活動量計を用いて活動量を評価し、各職種がフィードバック
を行いながらリハビリテーションを実践する介入方法を計画した。 
 
４．研究成果 
 本研究は、A 病院の回復期リハビリテーション病棟に新規入院する 65 歳以上の患者のうち、
本研究に同意の得られるものを対象にした。下記に、本研究から明らかになった結果、および成
果物について紹介する。 
 
1) 入院患者のサルコペニアの合併率の実態調査 
1 年間の調査期間で、A 病院の回復期リハビリテーション病棟に入棟した 65 歳以上の患者は
178 名であった。このうち、研究に同意が得られない者およびデータに欠損がある 93 名を除き、
85 名が解析対象となった。 
サルコペニアの診断は Asian Working Group for Sarcopenia 2019 の基準を用いた。握力と
歩行速度を算出、筋肉量の測定には Inbody S10 を用いて評価した。その結果、サルコペニア該
当者は 40名（47.1％）、サルコペニア非該当者は 45名（52.9％）であった。 
 
2)サルコペニアが身体機能、精神・心理機能および身体活動量に与える影響の調査 
1 年間の調査期間で、A 病院の回復期リハビリテーション病棟に入棟した 65 歳以上の患者は
178 名であった。このうち、研究に同意が得られない者およびデータに欠損がある 93 名を除き、
85 名が初期評価解析対象となったが、退院時に同じ評価項目を行えたものは、79名であり、6名
は転院や転棟となったため解析対象から外して検討した。 
サルコペニア該当者と非該当者の入院時の身体機能および精神・認知機能、身体活動量を比較
した。身体機能は握力、大腿四頭筋筋力、開眼片足立ち保持時間、Timed Up and Go test（TUG）
を実施した。精神・心理機能の評価として、Geriatric Depression Scale（GDS）、Mini-Mental 
State Examination（MMSE）、Trail making test - Part A（TMT-A）を実施した。このほか、
Functional Independence Measure（FIM）および身体活動量計を用いて歩数と身体活動量（Ex）
を評価した。その結果、入院時の身体、精神・心理機能のうち、サルコペニア該当群の方が、握
力が有意に低く、TUG が有意に遅く、GDS の得点が有意に高く、その他の身体、精神・認知機能
には有意差は認められなかった。 
その後、入院時と退院時の値から各身体および精神・心理機能の変化率を算出した。FIM の変
化には，FIM 効率＝（退院時 FIM 得点－入院時 FIM 得点）÷入院日数を使用した。サルコペニア
の該当・非該当別に各身体機能，精神・心理機能・身体活動量の変化率を比較した結果を表に示
す。サルコペニア非該当群と比較して，サルコペニア該当群では、大腿四頭筋筋力、開眼片足立
ち保持時間、TUG、TMT-A、身体活動量、1日平均歩数の変化率が有意に低かった。 
 
  
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3)身体活動量計を用いて活動量を評価し、各職種がフィードバックを行いながらリハビリテー
ションを実践する介入方法の実施 
 新たに介入研究として、研究期間中に回復期リハビリテーション病棟に入院した患者を対象
に、身体活動量計を用いたアプローチ法を実施した。具体的には、入院期間中の入浴と睡眠を除
き、常に身体活動量計を装着することとした。身体活動量計のデータは、患者担当の理学療法士
が 1週間毎に身体活動量計から収集し、1週間の平均歩数（1日平均歩数）を患者にフィードバ
ックした。また、フィードバックの際には翌週の歩数目標値として、当該期間の 1日平均歩数に
5%を加算した歩数を設定し、対象者に歩数の自己管理を促した。また、得られた身体活動量は電
子カルテに記載したうえ、管理栄養士によって食事介入もなされた。 
研究 3)では、新たにサルコペニアに該当する新規入院患者 20名のうち、研究協力が得られな
かった 6 名と 1 週間の歩数に 5%を加算して翌週の目標とする漸増プログラムを達成できなかっ
た 4 名を除く 10 名が解析対象となった。傾向スコアマッチング法を用いて対照群 10 名と介入
群 10 名のデータセットを作成し、傾向スコアの算出に用いた、年齢、性別、疾患、入院日数の
項目に群間差がないことを確認し、対応のない t検定で群間比較を行った。その結果、対照群と
比較して大腿四頭筋筋力の変化率が有意に高く、片足立ち保持時間が有意に長く、TUG は有意に
速く、FIM 効率と身体活動量が有意に高い変化率を示した。 
これらのことから、身体活動量計を用いて活動量を各職種で把握して個別に介入した結果、単
にリハビリテーションを行った群よりも身体機能、身体活動量の変化量が有意に高くなったこ
とから、身体活動量計を用いたアプローチ法の有用性が示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表. サルコペニアの有無別にみた身体機能・認知機能・身体活動量の比較

握力 0.1 ± 0.2 0.1 ± 0.2 0.151

大腿四頭筋筋力 0.3 ± 0.4 0.1 ± 0.4 0.014

片足立ち保持時間 4.3 ± 6.8 0.6 ± 1.5 <0.001 

TUG 0.3 ± 0.2 0.1 ± 0.2 <0.001 

TMT-A 0.1 ± 0.3 0.0 ± 0.3 0.038

MMSE 0.0 ± 0.1 0.1 ± 0.2 0.421

FIM効率 0.3 ± 0.2 0.2 ± 0.2 0.072

身体活動量（Ex） 0.3 ± 0.2 0.1 ± 0.3 0.012

1日平均歩数（歩） 9.2 ± 14.1 2.2 ± 4.7 0.024

平均値±標準偏差

TUG：Timed Up and Go test

TMT-A：Trail making test - Part A

MMSE：Mini-Mental State Examination

サルコペニア
ｐ値

非該当（n=42） 該当（n=37）

表. 傾向スコアマッチング後の介入群と対照群における各身体機能，精神・心理機能，身体活動量の比較

握力 0.0 ± 0.1 0.1 ± 0.1 0.156

大腿四頭筋筋力 0.0 ± 0.2 0.2 ± 0.2 0.003

片足立ち保持時間 0.2 ± 0.9 3.1 ± 2.6 0.007

TUG 0.0 ± 0.1 0.3 ± 0.2 <0.001

TMT-A 0.1 ± 0.4 0.2 ± 0.1 0.469

MMSE 0.1 ± 0.3 0.0 ± 0.1 0.351

GDS変化率 0.1 ± 0.6 0.4 ± 0.2 0.213

FIM効率 0.2 ± 0.2 0.4 ± 0.2 0.027

身体活動量（Ex） 0.0 ± 0.5 0.7 ± 0.4 0.001

1日平均歩数（歩） 0.4 ± 1.8 4.8 ± 8.4 0.135

平均値±標準偏差

TUG：Timed Up and Go test

TMT-A：Trail making test - Part A

MMSE：Mini-Mental State Examination

GDS：Geriatric Depression Scale

FIM：Functional Independence Measure

身体活動量計を用いたアプローチ法
ｐ値

対照群（n=10） 介入群（n=10）
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